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本県の魅力を世界に発信する2つのイベントを開催！

消費者政策 食 育×
国際定期便の運航や大阪・関西万博への出展など、県では
「徳島から世界へ、世界から徳島へ」をテーマとした取組
を加速させています。このような流れのなか、今年度を
「国際化元年」と位置付け、今年の6月6日に「国際消費者
シンポジウムin徳島」、6月7日、8日に「食育推進全国大会」
を開催。県内の学生・企業や多彩なゲストが参加し、
「食」をテーマにした議論やショーを繰り広げます。
ぜひご家族といっしょに、世界とつながる新たな
一歩を体感してください。
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●応募方法  答え、住所、氏名、年齢、感想、取
り上げて欲しいテーマなどを記入の上、はがき

（宛先は「県知事戦略局クイズ&プレゼント係」）、
Eメール（宛先は表紙下部に記載）、または県公
式LINEのメニューからご応募ください。

豊かな山と水に恵まれた徳島県上勝町。
町内の杉の間伐材からできた「木糸」と国
産コットンで織られた優しい触り心地のタ
オルです。洗うたびにふんわりした質感に
なっていく過程もお楽しみください。

クイズ&プレゼント

応募はこちら

●プレゼント  
KINOFのハンドタオル ●応募締切  6月16日🈷必着

4月号の正解は「5」でした。

6月7日（土）、8日（日）に開催されるのは
「第20回○○推進全国大会inTOKUSHIMA」
○に入る文字は何でしょうか。

※色は選べません

タイ・プーケット県と「交流推進を目的とする覚書」を締結！

令和7年5月13日（火）、タイ・プーケッ
ト県ソポン・スワンナラット知事ら
の来県機会をとらえ「交流推進を
目的とする覚書」を締結しました。
今後、経済、文化、防災など、さまざ
まな分野でお互いの強みを活か
し、交流を推進してまいります。

抽選で５名様

／週末は香港・韓国でリフレッシュ／
［問］県観光誘客課 

 ☎088-621-2461
 F088-621-2851

韓国直行便  週3便 ［火・木・土］ 
徳島   10：15発 ➡ 12：05着 ソウル
ソウル 7：35発 ➡   9：15着 徳島 

徳島から
韓国まで

1時間45分

香港直行便  週3便 ［水・土］月曜運休中
徳島 16：20発 ➡ 20：05着 香港 
香港 10：50発 ➡ 15：20着 徳島 

徳島から
香港まで

3時間45分
［問］県知事戦略局 ☎088-621-2102 F088-621-2820 詳しくはこちら
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食育推進全国大会inTOKUSHIMA第20回食育基本法制定20周年記念

食の力を学び、体感できる2日間。
楽しみながら学べるステージやセミナー&ワークショップ。
160以上（試食、体験、販売）のブース出展等

●会場／アスティとくしま ［徳島市山城町東浜傍示1番地1］

主催：農林水産省、徳島県、第20回食育推進全国大会徳島県実行委員会
［問］第20回食育推進全国大会徳島県実行委員会事務局
（徳島県農林水産部みどり戦略推進課内）  ☎088-621-2488 F088-621-2856

★ほかにも楽しい&おいしいイベントがもりだくさん！
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“料理芸人”の
規格外県産食材活用術

水
み ず た

田信
し ん じ

二の
SDGsクッキングショー
料理番組でもお馴染みの
水田信二が、大型スクリーンで
元料理人の技を披露します。

徳島の魚の魅力を届ける

さかなクン
トークショー
「第1回食育文化功労賞」

受賞者・さかなクンから、
徳島の魚の魅力を学ぼう。

当日は「シャトルバス」をご利用ください
アスティとくしま（会場）に一般来場駐車場はございません。
両日とも徳島駅、臨時駐車場3カ所（イオンモール徳島第2駐車場・マリンピア沖洲
多目的スペース ・沖洲マリンターミナル）から会場までのシャトルバスを運行します。

臨時駐車場・シャトルバスの
ご利用は、いずれも無料です。

シャトルバス、臨時駐車場
についてはこちら▶︎

食育基本法制定20周年を記念し「地域に根ざした食育は地球と私たちの健康につながっている」と
いう観点から、世界の食育先進事例を学び、徳島・日本から始まる未来の食育について考えます。

女子栄養大学 
副学長

武
た け み

見ゆかり氏

法政大学
人間環境学部
教授

湯
ゆ ざ わ

澤 規
の り こ

子氏

ボキューズ・ドール・
イタリア・アカデミー
ディレクターシェフ

ルチアーノ 
トーナ氏

マテリアル
サイエンス博士・
発酵専門家

ジョニー 
ドレイン氏

食育と食文化専門
家・味覚哲学者・
韓国エコガストロノ
ミースクール著者

キム 
ヒョンソク氏

地域に根ざした食育
の場国際連盟ファウ
ンダー＆JIEN共同代
表・食育推進全国大
会アドバイザー

齋
さ い と う

藤由
ゆ か こ

佳子氏

食育国際会議 in TOKUSHIMA
-未来につなぐ食育-

来場者全員にプレゼント
オリジナルエコバッグ
デザイン:神山まるごと高専 2期生・高山さん

●詳細はこちら

食文化・
地産地消

地域の風土を
活かした特産物や
食文化の魅力を
次代へつなごう

Food Culture&Legacy
Local Production

for Local Consamption

健　康

自身の健康課題に
気づき、食を通じた
健康戦略を学ぼう

Healthy
Eating Habits

食の
多様性

世界の食の特徴や
アレルギー、嚥下食等
への対応を学ぼう

Food
Diversity

食料
安全保障

食料確保に向けた
様々な工夫を
学ぼう

Food
Security

食品ロス
削減

食べ残さない工夫や
まだ食べることが
できる食品の
活用法を学ぼう

Food Loss and
Waste

Reduction

食の
新技術

食の新しい
技術を活用した
ビジネスモデルを
学ぼう

Food
Technology

食の安全

食中毒予防や
食品に関する情報
について
正しく知ろう

Food
Safety

日本の料理界を牽引してきた3人の料理人が「食の魅力」と「未来へつなぐ食」を
テーマにトークを展開。さまざまな世代、いろんな立場の方々が、日々の「食」や

「食材」の可能性について考えるきっかけをつくります。

18年連続
ミシュラン東京
三つ星獲得

日本料理かんだ

神
か ん だ

田 裕
ひ ろ ゆ き

行氏

日本のフランス
料理界を
牽引してきた巨匠
オテル・ドゥ・ミクニ
オーナーシェフ

三
み く に

國 清
き よ み

三氏

2023年 
世界の「洋菓子のW杯」
優勝

PRISM LAB（プリズム ラボ）

柴
し ば た

田 勇
ゆ う さ く

作氏

日本を代表する料理人が伝える
食の魅力と未来へつなぐ食

× ×

食を
楽しむ

食材、食器、
調理方法、旅等、
食を楽しむツールを
見つけよう

Enjoy Food
徳島から未来へつなぐ
ミライをむすび
コンテスト
最終審査

世界的なブームを呼んでいる
「おむすび」の魅力を徳島から発信!

　　　 新町川マルシェも
　　　 巡ろう
食育スタンプラリー
会場内外でスタンプを集めて豪華賞品の
抽選に参加しよう。

試食審査

選考・発表

ウォーターオーブンヘルシオ、
シャウエッセン1年分など



６月は「土砂災害防止月間」です。

これから梅雨や台風などにより、土砂災害が発生しやすい
時期を迎えます。日頃から備え、早めの避難を心がけましょう。

早めの避難
❶ 雨が降り出したら気象情報に注意!
❷ 豪雨になる前に早めの避難行動を

［問］県砂防防災課 ☎088-621-2540 F088-621-2866

●気象情報や土砂災害警戒情報についても
　県公式LINEで配信しています！

日頃の備え
❶ 日頃から住んでいる地域の
　 危険度を把握する
❷ 避難の方法を決めておく
❸ 非常持ち出し袋を用意しておく

●予算の概要が詳しく書かれていてよくわかった。徳島新時代への新たな一歩を期待したいです。（60代） ●住みやすい、
生活しやすい環境整備を願ってます。（40代） ●高校生も楽しめるイベントや観光情報を楽しみにしています。（10代）

「クイズ＆プレゼント」は
  中面に移動しました。

点字版広報紙や声の広報をご希望の方は、
視聴覚障がい者支援センターへ
☎088-631-1400 F088-631-1500

●危険性のある場所を確認する
徳島県水防・砂防情報マップ

●現在の危険度を確認する
徳島県土砂災害情報システム

大阪・関西万博 徳島県催事レポート
世界が踊る日～多様性が織りなす踊りの輪 徳島の阿波おどり～

「世界が踊った日」
～多様性が織りなす踊りの輪 徳島の阿波おどり～

EXPO2025 OSAKA, KANSAI, JAPAN 2025.05.03

本年5月2日(金)・3日(土)の2日間、万博会
場内のEXPOアリーナと3つのポップアッ
プステージで、県内外から集まった総勢
700名の踊り子と鳴り物が阿波おどりを
披露。フィナーレでは1万人の観客ととも
に壮大な輪踊りを繰り広げました。

徳島県では会期中、関西パ
ビリオンに徳島県ゾーンを
出展しています。県民の皆さ
まも、ぜひご体験ください。

［問］県万博推進課 ☎088-621-2688 F088-621-2851 詳しくはこちら

未来に引き継げる徳島に

2015年のSDGs（持続可能な開発目標）誕生から10周年を迎える本年、７カ国・地域の関係者が徳島に集結。
シンポジウムを通じ、国際的な消費者政策の進展や、持続可能な社会づくりを推進します。

13:00－13:20開　会 13:30－13:50基調講演 SDGsの達成に向けたマルハニチロの取組
 日本  マルハニチロ株式会社 取締役常務執行役員  廣

ひろしま

嶋 精
せいいち

一 氏

14:00－15:40  グローバル ユース セッション

エシカル商品の開発を通した遠い国への最適な援助 
～社会問題のジブンゴト化～

 日本　東京学芸大学附属国際中等教育学校　　

事例発表

パネルディスカッション

食におけるエシカル消費 ～持続可能な未来へ～
●コーディネーター    日本  横浜国立大学 名誉教授  西

にしむら

村 隆
た か お

男 氏

●パネリスト  徳島県と海外諸国の大学生       

15:50－17:20  消費者政策専門セッション
消費者行政の持続可能な社会へのアプローチ 
～各国の食を素材に考える～
●コーディネーター    日本  消費者庁新未来創造戦略本部 次長  黒

く ろ き

木 理
り え

恵 氏

●パネリスト  韓国、香港はじめ国内外の消費者政策専門家     

［問］県消費者政策課 国際連携担当 ☎︎088-621-2499 F088-621-2979

セッション 私たちに身近な「食」を中心に、
国内外の学生や専門家が議論を交わします！

持続可能な、未来を

メインテーマ

詳しくはこちら

国内外の消費者リーダーや若い世代の方々が集い、世界に向かって消費者政策を発信します。

過去4年にわたり、県内の大学生が海外諸国の学生とともに「持続
可能な社会の実現」や「エシカル消費」などについて熱い議論を
重ねてきました。本シンポジウムは、その成果発表の舞台です。

多くの方々と情報を共有し、消費者市民として新たな時代を切り
開くきっかけになることを期待します。徳島県には消費者行政の
リーダーとしての存在感を、今後も国内外にアピールしていただ
ければと思います。

徳島から世界へ! 次代へつなぐ消費のかたち
横浜国立大学 名誉教授  西

にしむら

村 隆
た か お

男 氏


